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大 悪 大 善 御 書 文永一二年 五四歳

大事には小瑞なし、大悪をこれば大善きたる。すでに大謗法国にあり、大正法必ずひ
ずい 興 ほうぼう

ろまるべし。各々なにをかなげかせ給ふべき。迦葉尊者にあらずとも、まいをもまい
嘆 か しょう 舞 舞

ぬべし。舎利弗にあらねども、立ちてをどりぬべし。上 行菩薩の大地よりいで給ひし
踊 じょうぎょう 出

には、をどりてこそいで給ひしか。普賢菩薩の来たるには、大地を六種にうごかせり。
踊 出 ふ げん 動

事多しといへども、しげきゆへにとゞめ候。又々申すべし。
繁


